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ご　挨　拶 理事長　岩　谷　尚　之

　広報発行にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
　秋が深まり、冬の訪れが感じられる季節となり
ました。組合員の皆様には、ますますご健勝にお
過ごしのこととお慶び申し上げます。また、日頃
より当区の事業推進に対し、格別のご理解とご協
力を賜り、心より感謝申し上げます。
　本年の春は作業が順調に始まりましたが、５月
には朝晩の冷え込みが続き、移植後の稲の生育が
懸念されました。しかし、６月に入ると気温が上
昇し、生育は平年並みに回復いたしました。
７月には暑い日もありましたが、本州のような命
に関わる猛暑はなく、北海道は比較的過ごしやす
い気候が続きました。
８月には好天に恵まれ、大雨もなく穏やかな天候
の中で豊穣の秋を迎えることができました。
　道内の作況指数は１０３とやや良との報道があ
り、本区の地区でもこれに近い状況が見られます。
一時期はコメ不足が話題となり、末端での販売価
格が上昇していると耳にしましたが、ここに来て
ようやく私たち生産者にもその恩恵が届き、今年
の買取価格は一俵あたり２万円を超える水準で推
移しています。来年以降も安定した価格での取引
が続くことを期待しています。
　かんがい用水に関しては、５月・６月に例年よ
り少ない降雨が続いたため、空知管内各地で水不
足の声が聞かれましたが、本区では石狩川を水源
とし、計画断水の実施回数も昨年より少なかった
ため、概ね順調に配水を行うことができました。
道営土地改良事業による用水路のパイプライン化
が進むにつれ、無駄水や漏水の心配が解消され、
組合員の皆様の作付け形態に応じた用水利用が可
能になりました。直播栽培や密苗移植栽培などの
多様な栽培技術に対応できるのは、これまでの道
営土地改良事業の整備効果の賜物です。現在進行
中の８地区の事業も一日も早く完成させるため、
引き続き関係機関と連携し取り組んでまいります。
　深川地域の国営事業採択に向けた調査は順調に
進んでおります。今後は、地区調査採択に向け、
期成会を中心とした地域農業者の結束と、行政を
はじめとする関係機関との連携が一層重要となり
ます。当区としても、必要な人材の確保などに積
極的に取り組んでまいります。

　決済金等を活用した畑地化についてですが、土
地改良施設の適切な維持管理は組合員の皆様のご
負担で運営されています。決済金型で地区を除外
する場合、給水栓などの取水施設の撤去費用が別
途原因者のご負担となるほか、残された施設の維
持管理方法に関する課題も生じます。土地改良事
業は農振農用地区域内でのみ実施可能であり、将
来の農地整備に支障がないよう、基本的に協力金
で対応させていただいております。
皆様のご理解をお願い申し上げます。
　近年、日本経済や世界情勢において不安定な要
素が増え続けています。ロシア・ウクライナ情勢
によるエネルギー価格の高騰に加え、中東地域の
不安定な情勢もエネルギー市場に大きな影響を与
えています。中東の産油国の紛争や政治的緊張は、
原油価格の急騰を招きやすく、燃料費や物流コス
トの上昇をもたらすリスクが高まっています。
これにより、肥料や農業資材の輸送コストも上昇
し、農業経営全体への負担が増しています。
さらに、円安の進行が輸入コストの増加を引き起
こし、国内での物価上昇も相まって、農業経営を
取り巻く環境は一層厳しさを増しています。
このような状況下で、収支のバランスを慎重に考
慮しても最後の手段として令和7年度から本区賦
課金を５００円程度引き上ざるをえない、もはや
避けられない状況となっております。
本区の農業農村整備事業の維持・発展を図るため
にも、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
　私たちの農業経営の持続可能性を守るためには、
適正な農産物価格の形成や支援制度の拡充が極め
て重要です。引き続き、関係機関との連携を強化
し、これらの課題に対して団結して取り組んでま
いります。
　結びに、明年も天候に恵まれ、良好な作柄とな
ることを願いつつ、組合員の皆様お一人お一人の
ご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げ、広報発
行にあたってのご挨拶とさせていただきます。
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令和５年度　通常総代会開催

令和５年度　中 間 監 査

議長　白神祐貴総代 総代会開催模様

　令和 6年 3 月 22 日午後 1時 30 分より本区大会議室において、総代数 32 名中本人出
席 22名、書面議決 9名により開催された。
　会議は理事長の挨拶に続き議長に白神祐貴総代を選出し、議事録記名人に市場雅俊総代
と岡隆之総代が指名され、定款・規約の一部変更・会計細則の一部改正及び令和 6年度予
算を含む提出議案 20件を審議し、原案どおり可決されて午後 3時 9分に閉会した。

１．監査した年月日．令和 6年 2月 19日、20日（2日間）
２．監査の対象とした期間．令和 5年 7月 13日から令和 6年 2月 14日まで
３．監査の結果．本区の運営、事業、会計経理の全般について監査を行った結果、事業、
　　運営共に適正に執行されており、会計経理についても正確であると認めた。

岩谷理事長挨拶

区分 賦課種別 地区名 賦課基準 賦課面積 賦課基準日 納入期限

経 常 賦 課 金 5,360円/10a当 3,906ha

かんがい排水事業
賦 課 金

2,340円/10a当 4,046ha

計 7,700円/10a当 -

経 常 賦 課 金 1,072円/10a当 -

かんがい排水事業
賦 課 金

2,340円/10a当 -

計 3,412円/10a当 -

経 常 賦 課 金
（中心経営体農地
集 積 促 進 事 業 ）

西南中央１、西南中
央２

令和6年10月31日

稲田 令和7年2月3日

滝川東、江部乙西、
滝川西、江部乙北、
江部乙北西、西南8
丁目、西南7丁目、
東滝川第１、東滝川
第１西

完了地区については
令和7年2月21日

西南北部一期、西南
北部二期、西南中央
１、西南中央２、西南
中央３

継続地区については
令和7年3月21日

賦課基準

一
般
賦
課
金

全地区
令和6年8月31日現在
の組合員に対し、地
積割に賦課する。

令和6年12月2日

但し地方公共団体及び

令和4年9月１日以降

組合員となった者に対

しては理事長が定める。

全地区（畑）経常
賦課金について
は田に対し20％を
徴収する

令和6年8月31日現在
の組合員に対し、地
積割に賦課する。

令和6年12月2日

但し地方公共団体及び

令和4年9月１日以降

組合員となった者に対

しては理事長が定める。

当該年度に係る受益者負担金は、地積割に算定された積
立計画に基づき賦課する。

３．その他金融機関の口座振込みにより徴収を行う。

特
別
賦
課
金

道 営 事 業賦 課金

当該事業に係る受益者負担金は、事業借入金の当年度償
還金を、各受益者ごとに算定された償還年次表に基づき賦
課する。
　ただし、平成２６年度以降に施工した受益者負担金は、
事業費の7.5％を15分割して賦課する。また、令和３年度以
降に施工した受益者負担金は、１年据え置き翌年度から賦
課する。

１．本改良区において直接徴収を行う。
２．きたそらち農業協同組合及びたきかわ農業協同組合との委託契約に基づき徴収を行う。

令和６年度　賦課金について
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（単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業収入 386,731       

２ 附帯事業収入 6,628          

３ 基本財産運用収入 88              

４ 特定資産運用収入 61              

５ 補助金等収入 64,781         

６ 交付金収入 16,470         

７ 寄付金収入 1                

８ 業務受託料収入 14,246         

９ 雑収入 31              

１０ 借入金収入 149,571       

１１ 基本財産取崩収入 5,881          

１２ 特定資産取崩収入 51,104         

１３ 固定資産売却収入 1,704          

１４ 差入保証金回収収入 1                

１５ 交付換地清算金収入 4,132          

１６ 徴収換地清算金収入 4,132          

１７ 繰越金 36,115         

741,677       合　　　　　計

収　入 （単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業費支出 251,060       

２ 一般管理費支出 140,343       

３ 土地改良事業負担金支出 154,267       

４ 借入金返済支出 89,046         

５ 支払利息 6,842          

６ 固定資産取得支出 276             

７ 出資金取得支出 1                

８ 差入保証金差入支出 1                

９ 支払換地清算金支出 4,132          

１０ 納付換地清算金支出 4,132          

１１ 基本財産積立支出 2,558          

１２ 特定資産積立支出 81,452         

１３ 雑支出 2,669          

１４ 繰越金 1                

１５ 予備費 4,897          

741,677       合　　　　　計

支　出

令和６年度空知土地改良区予算
　総額７４１,６７７千円 （第１回補正）

令和６年度　加入金について

令和６年度　決済金について

　令和６年度内、地区加入の申請がなされた土地で、理事がこの土地改良区の地区に編入しても差支え
ないと判断したものについては理事会で決定し、以下の加入金を徴収するものとします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　　１０，０００円

　令和６年度内、地区除外の申請がなされた土地で、この土地改良区の地区から除外することが
止むを得ないと決定したものについては、翌年度からの残耐用年数分の維持管理費決済金及びかん
がい排水事業決済金を徴収するものとします。尚、当年度の賦課金は納入するものとします。

　【田】　１．維持管理費決済金　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　１８５，３１１円
　　　　２．かんがい排水事業決済金　　　　　　　　　　　１０アール当　　２６，４１８円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　２１１，７２９円

　【畑】　１．維持管理費決済金　　　　　　　　　　　　　　１０アール当　　３７，０６２円
　　　　２．かんがい排水事業決済金　　　　　　　　　　　１０アール当　　２６，４１８円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　６３，４８０円

◎本区施設の翌年度からの残耐用年数は２９年となりました。

※農家居宅、農機車庫等、営農に資するための施設を建設するにあたっての地区除外については、
　１件につき 500 ㎡まで決済金を免除します。
　（決済金免除の地区除外であっても、これまでどおり申請書の提出は必要となります。）
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食料・農業・農村基本法が改正されました
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令和６年度　臨時総代会開催

令和５年度　決 算 監 査

令和６年度　中 間 監 査

　令和 6 年 8 月 23 日午後 1 時 30 分より本区大会議室において、総代数 32 名中本人
出席 19名、書面議決 13名により開催された。
　会議は理事長の挨拶に続き議長に岡隆之総代を選出し、議事録記名人に田中亮嗣総代
と今幸大総代が指名され、提出議案7件を審議し、原案どおり可決されて午後3時 16分
に閉会した。

　令和 5 年度決算監査について、8 月 23 日の総代会において監事から次のとおり報告
された。
　１．監査した年月日．令和 6年 7月 17日・18日（２日間）
　２．監査の対象とした期間．令和 5年度
　３．監査の結果．令和 5 年度の決算監査を行った結果、決算関係書類及び主要簿、
　　　補助簿、証憑書類は、いずれも符合し正確であり、事業の執行、財産の管理も
　　　適正に行われていると認めた。

　　１．監査した年月日．令和 6年 7月 19日（１日間）
　　２．監査の対象とした期間．令和 6年４月１日から令和 6年７月 10日まで
　　３．監査の結果．本区の運営、事業、会計経理の全般について監査を行った結果、
　　　　事業、運営共に適正に執行されており、会計経理についても正確であると認
　　　　めた。

節水にご協力を

議長　岡隆之総代

総代会開催模様

岩谷理事長挨拶

節水 ⇒ 消費電力が抑えられる傾向にあります。

　令和３年度から始まった電力料高騰は不安定な中東情勢も重なり、現在も高値で止まっ
ており、この状況はしばらく続くものと思われます。
　近年用水のパイプライン化が進み、効率の良い配水によってロスが少なくなったことから
節水を行うことが結果的に節電につながるようになりました。 今後も節電効果を発揮したい
と考えておりますので、組合員の皆様には大変に恐縮ですが、可能な範囲で節水のご協力を
お願い申し上げます。
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収入決算 （単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業収入 381,377       

２ 附帯事業収入 6,568          

３ 基本財産運用収入 91              

４ 特定資産運用収入 55              

５ 補助金等収入 71,562         

６ 交付金収入 14,760         

７ 寄付金収入 -                

８ 業務受託料収入 17,712         

９ 雑収入 767             

１０ 借入金収入 179,730       

１１ 基本財産取崩収入 -                

１２ 特定資産取崩収入 34,007         

１３ 固定資産売却収入 432             

１４ 差入保証金回収収入 -                

１５ 交付換地清算金収入 816             

１６ 徴収換地清算金収入 816             

１７ 繰越金 30,435         

739,128       合　　　　　計

支出決算 （単位：千円）

款 科　　目 予算額

１ 土地改良事業費支出 246,617       

２ 一般管理費支出 86,775         

３ 土地改良事業負担金支出 182,454       

４ 借入金返済支出 84,493         

５ 支払利息 6,729          

６ 固定資産取得支出 -                

７ 出資金取得支出 -                

８ 差入保証金差入支出 -                

９ 支払換地清算金支出 816             

１０ 納付換地清算金支出 816             

１１ 基本財産積立支出 1,761          

１２ 特定資産積立支出 91,174         

１３ 雑支出 1,379          

１４ 繰越金 36,114         

１５ 予備費 -                

739,128       合　　　　　計

土地改良事業収入, 
381,377 

附帯事業収入, 6,568 

補助金等収入, 71,562 

交付金収入, 14,760 業務受託料収入, 17,712 

借入金収入, 179,730 

特定資産取崩収入, 34,007 

繰越金, 30,435 

土地改良事業費支出, 
246,617 

一般管理費支出, 86,775 

土地改良事業負担金支出, 182,454 

借入金返済支出, 84,493 

支払利息, 6,729 

基本財産積立支出, 1,761 

特定資産積立支出, 91,174 
繰越金, 36,114 

財　務　状　況　報　告
令和５年度　一般会計収入支出決算書

　　　収入決算額　　金　739,128,509 円也

　　　支出決算額　　金　739,128,509 円也

　　翌年度繰越額　　金　 36,114,160 円也　 
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一般会計 （単位：円）

当年度 前年度 増 減

Ⅰ 資産の部

１ 流動資産
(1) 現金及び預金

現金及び預金 26,291,777 46,504,756 △20,212,979
(2) 未収賦課金等

未収道営事業賦課金 0 334,274 △334,274
(3) その他未収金

　  短期未収金 29,752,328 3,175,810 26,576,518
流動資産合計 Ａ 56,044,105 50,014,840 6,029,265

２ 固定資産
(1) 基本財産

備荒積立金 284,378,761 284,285,307 93,454
事業積立金 36,300,801 34,633,212 1,667,589

基本財産合計 ① 320,679,562 318,918,519 1,761,043
(2) 特定資産

所有土地改良施設 15,968,686,893 15,613,495,828 355,191,065
土地改良施設用地等 6,342 6,342 0
受託土地改良施設使用収益権 510,333,287 534,617,679 △24,284,392
財政調整積立資産 5,000,000 0 5,000,000
職員退職給付引当積立資産 91,063,557 84,698,324 6,365,233
役員退任慰労金積立資産 4,105,399 2,851,977 1,253,422
転用決済金積立資産 16,759,341 27,219,988 △10,460,647
建物等更新積立資産 3,717,564 3,715,712 1,852
中心経営体農地集積促進事業積立資産 196,857,117 141,850,637 55,006,480

特定資産合計 ② 16,796,529,500 16,408,456,487 388,073,013
(3) その他固定資産

土地 47,724,582 47,724,582 0
建物 150,503,217 153,734,055 △3,230,838
機械及び装置 279,530 411,101 △131,571
車両運搬具 5 5 0
器具備品等 8,391,504 9,949,821 △1,558,317
ソフトウェア 190,637 290,687 △100,050
適正化事業拠出金 3,276,000 3,066,000 210,000
北海道土地改良事業団体連合会出資金 450,000 450,000 0
農林中央金庫出資金 630,000 630,000 0
北海道信用農業協同組合連合会出資金 30,000 30,000 0
たきかわ農業協同組合出資金 50,000 50,000 0
長期貸付金 16,000,000 16,000,000 0

その他固定資産合計 ③ 227,525,475 232,336,251 △4,810,776
固定資産合計 Ｂ=①+②+③ 17,344,734,537 16,959,711,257 385,023,280

３ 繰延資産 0
繰延資産合計 Ｃ 0 0 0

資産合計 Ｄ=Ａ+Ｂ+Ｃ 17,400,778,642 17,009,726,097 391,052,545
Ⅱ 負債の部

１ 流動負債
未払金 19,361,033 18,773,040 587,993
預り金 568,912 472,880 96,032
短期借入金（公庫資金用） 52,528,112 58,476,726 △5,948,614
短期借入金（ＪＡ用） 26,102,141 25,836,120 266,021
適正化事業拠出金短期未払金 1,260,000 1,158,000 102,000

流動負債合計 Ｅ 99,820,198 104,716,766 △4,896,568
２ 固定負債

長期公庫資金等長期借入金 1,730,528,084 1,603,776,563 126,751,521
長期その他の長期借入金 207,823,007 233,671,114 △25,848,107
適正化事業拠出金長期未払金 984,000 276,000 708,000
職員退職給付引当金 107,757,909 100,763,271 6,994,638
役員退任慰労引当金 4,106,163 2,852,737 1,253,426

固定負債合計 Ｆ 2,051,199,163 1,941,339,685 109,859,478
負債合計 Ｇ=Ｅ+Ｆ 2,151,019,361 2,046,056,451 104,962,910

Ⅲ 正味財産の部
１ 指定正味財産

(1) 補助金等
受取補助金(施設用) 94,331,267 104,350,158 △10,018,891
所有土地改良施設受贈益 13,782,205,671 13,454,755,448 327,450,223

補助金等計 13,876,536,938 13,559,105,606 317,431,332
指定正味財産合計 Ｈ 13,876,536,938 13,559,105,606 317,431,332
（うち特定資産への充当額） (13,876,536,938) 1,014,201,504 12,862,335,434

２ 一般正味財産 Ｉ 1,373,222,343 1,404,564,040 △31,341,697
（うち基本財産への充当額） (320,679,562) 318,918,519 1,761,043
（うち特定資産への充当額） (2,824,823,606) 15,306,704,682 △12,481,881,076
正味財産合計 Ｊ=Ｈ+Ｉ 15,249,759,281 14,963,669,646 286,089,635
負債及び正味財産合計 Ｋ=Ｇ+Ｊ 17,400,778,642 17,009,726,097 391,052,545

　貸　 借　 対　 照　 表　

令和6年3月31日現在

科　　　　　目
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0 0

一般会計

当年度 前年度 増 減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１ 経常増減の部
(1) 経常収入

土地改良事業収入 381,376,874 362,819,968 18,556,906
附帯事業収入 6,567,540 6,259,340 308,200
基本財産運用収入 91,123 80,138 10,985
特定資産運用収入 54,801 57,986 △3,185
補助金等収入 71,562,495 314,264,884 △242,702,389
交付金収入 9,840,000 11,580,000 △1,740,000
業務受託料収入 17,712,233 17,689,364 22,869
雑収入 432,733 155,328 277,405
受取補助金等 528,134,066 505,832,338 22,301,728

経常収入計 Ａ 1,015,771,865 1,218,739,346 △202,967,481
(2) 経常支出

土地改良事業費支出 242,296,617 246,437,607 △4,140,990
一般管理費支出 86,775,064 88,493,874 △1,718,810
土地改良事業負担金支出 182,454,424 206,815,632 △24,361,208
支払利息 6,729,280 4,876,066 1,853,214
雑支出 1,379,173 1,622,415 △243,242
一般会計繰入額 8,248,064 8,994,278 △746,214
減価償却費 640,474,537 615,055,231 25,419,306

経常支出計 Ｂ 1,168,357,159 1,172,295,103 △3,937,944
当期経常増減額 Ｃ=Ａ-Ｂ △152,585,294 46,444,243 △199,029,537

２ 経常外増減の部
(1) 経常外収入

固定資産売却益
土地改良施設用地等売却益 432,159 892,700 △460,541
車両運搬具売却益 0 149,999 △149,999

過年度修正
過年度修正益 991,864,540 217,147,638 774,716,902

経常外収入計 Ｄ 992,296,699 218,190,337 774,106,362
(2) 経常外支出

固定資産除却損
所有土地改良施設除却損 0 4 △4

過年度修正
過年度修正益 867,867,127 867,867,127

経常外支出計 Ｅ 867,867,127 4 867,867,123
当期経常外増減額 Ｆ=Ｄ-Ｅ 124,429,572 218,190,333 △93,760,761
当期一般正味財産増減額 Ｇ=Ｃ+Ｆ △28,155,722 264,634,576 △292,790,298
一般正味財産期首残高 Ｈ 1,401,378,065 1,139,929,464 261,448,601
一般正味財産期末残高 Ｉ=Ｇ+Ｈ 1,373,222,343 1,404,564,040 △31,341,697

Ⅱ 指定正味財産増減の部
１ 受取補助金等

所有土地改良施設受贈益 867,867,127 1,520,033,842 △652,166,715
２ 一般正味財産への振替額

△10,018,891 △10,018,892 1

△518,115,175 △495,813,446 △22,301,729

当期指定正味財産増減額 Ｊ 339,733,061 1,014,201,504 △674,468,443
指定正味財産期首残高 Ｋ 13,536,803,877 12,544,904,102 991,899,775
指定正味財産期末残高 Ｌ=Ｊ+Ｋ 13,876,536,938 13,559,105,606 317,431,332

Ⅲ 正味財産期末残高 Ｍ=Ｉ+Ｌ 15,249,759,281 14,963,669,646 286,089,635

一般正味財産への振替額
（所有土地改良施設受贈益）

（単位：円）

　正　 味　 財　 産　 増　 減　 計　 算　 書　

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科　　　　　目

一般正味財産への振替額
（受取補助金(施設用)）
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（単位：円） （単位：円）

47,724,582

（１）現金及び預金

　　　　現　 金 54,742 150,503,217

　　　　預　 金

8,013,817 279,530

3,659,879

38,966 5

3,822,025

10,581,663 8,391,504

120,685

 計 26,291,777 190,637

0 3,276,000

450,000

（３）その他未収金 630,000

29,752,328 30,000

50,000

56,044,105 16,000,000

  ２　固定資産 227,525,475

（１）基本財産 17,344,734,537

194,378,761   ３　繰延資産

50,000,000 0

10,000,000 17,400,778,642

10,000,000

10,000,000 Ⅱ　負債の部

10,000,000   １　流動負債

計 284,378,761 19,361,033

568,912

36,300,801 52,528,112

320,679,562 26,102,141

984,000

15,968,686,893 99,544,198

6,342   ２　固定負債

1,730,528,084

510,333,287

207,823,007

5,000,000

91,063,557 1,260,000

107,757,909

4,105,399 4,106,163

2,051,475,163

16,759,341 2,151,019,361

3,717,564 Ⅲ  正味財産の部

15,249,759,281

196,857,117

16,796,529,500 17,400,778,642

　　　 　促進事業積立資産

  　　　　　特定資産合計

  　　　　　基本財産合計

流動資産合計

  　　その他固定資産合計

  　　　　　固定資産合計

  　　　　　繰延資産合計

  　　　　　　　資産合計

  　　　　　流動負債合計

  　　　　　固定負債合計

  　　　　　　　負債合計

　　　　　日本政策金融公庫　165件

　　　　長期その他の長期借入金

　　　　　たきかわ農業協同組合　　7件

　　　　適正化事業拠出金長期未払金

　　　　職員退職給付引当金

　　　　役員退任慰労引当金

　　　　短期借入金

　　　　　日本政策金融公庫　79件

　　　　短期借入金

　　　　　たきかわ農業協同組合　7件

　　　　適正化事業拠出金短期未払金

　　　　長期公庫資金等長期借入金

　　　　預り金（所得税・住民税・雇用保険）

　　　　 器具備品等

　　　　　　　両袖机　他238件

　　　 　ソフトウェア

　　　　　　　水土里ネット会計　他10件

　　　 　適正化事業拠出金

　　　 　北海道土地改良事業団体連合会出資金

　　　 　農林中央金庫出資金

　　　 　北海道信用農業協同組合連合会出資金

　　　 　たきかわ農業協同組合出資金

　　　 　長期貸付金

　　　　未収金（水道光熱費他）

　　　　　　　トヨタ　カルディナＶ　他4件

科　　　　　　　目 金　　　額

（３）その他固定資産

　　　　 土地

　　　　　　滝川市朝日町西１丁目80　他15件

　　　　 建物

　　　　　　　庁舎　他4件

　　　　 機械及び装置

　　　　　　　チェーンソー　他12件

　　　 　車両運搬具

  　　　　　正味財産合計

  　　　負債及び正味財産合計

財　　産　　目　　録

　　令和６年３月３１日現在

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　 　転用決済金積立資産

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　 　建物等更新積立資産

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　 　中心経営体農地集積

　　　　　　　滝川市江部乙町東12丁目

　　　　 受託土地改良施設使用収益権

　　　　　　　北空知頭首工　他4件

　　　 　職員退職給付引当積立資産

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　 　役員退任慰労金積立資産

　　　　　　　1458-3　他4,343件

　　　　事業積立金

　　　　　たきかわ農協江部乙支店

（２）特定資産

　　　 　所有土地改良施設

　　　　　　　江部乙北西1-1-1号

　　　　 土地改良施設用地等

　　　　　　　 用水路　他2,310件

　　　　 財政調整積立資産

　　　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　　　空知商工信用組合滝川支店

（２）未収賦課金等

　　　　　未収道営事業賦課金0件

　　　　　短期未収金（補助金収入他）

　　　　備荒積立金

　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　　  きたそらち農協音江支所

　　　　　北洋銀行滝川支店

　　　　　北海道銀行滝川支店

　　　　　北門信金江部乙支店

　　　　　空知商工信用組合滝川支店

科　　　　　　　目 金　　　額

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　　　　たきかわ農協江部乙支店

　　　　  きたそらち農協音江支所

　　　　　北洋銀行滝川支店

　　　　　北海道銀行滝川支店

　　　　　北門信金江部乙支店
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志
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上　

野　

恭　

敬
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辺　

博　

徳

嶋　
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渡　

利　

竹　

彦

寺　

本　
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隆

工　

藤　

正　

昭
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事

滝
川
市
農
業
委
員

（
団
体
推
薦
）

会
計
担
当
理
事

第
一
職
務
代
理
者

筆
頭
理
事

役 員 名 簿 （R6.10.16 現在）

空知土地改良区組織機構図

個人情報保護管理者

・西南北部(10人)
・西南中央１(12人)
・西南中央２(10人)
・西南中央３(8人)

管理責任者 安全運転管理者 ・東滝川第２(6人)

調査専門員　波田野啓三
調査専門員　伊藤　均

技師補　田中優雅 副主幹　佐藤秀哉 任用　今 萌々花 技師　　及川旬太 任用　　宮崎　梓
任用　　渡辺早苗 副主幹　木田伸久 技師補　佐々木康太朗 任用　　花田有紀
水路巡視員　加藤正己 技師　　武藤　航
水路巡視員　八嶋孝一

技術部長
田川雅興

理事会(7人)
音江揚水機場 阿部春吉

総代会(定数32名) ※欠員４名

事業場
監事会(3人) 理事長　岩谷尚之

稲田ダム 菅原　隆 役員選任推薦委員
(8人)稲田揚水機場 青木哲雄 会計担当理事

滝川揚水機場 古賀吉秀

管理区(12区)

東3丁目揚水機場 中村英樹

組合員(297人)

東陽・17丁目揚水機場山口真彰 副理事長　平沢信二
滝川東揚水機場 山田義輝 換地委員(5地区)

豊泉揚水機場 山崎　孝

幌倉揚水機場 直轄
西南揚水機場 直轄

技術長
竹本　弘

総務課長 会計課長

国営農地再編 総務部長
整備事業推進室 熊野雄輝

庶務係長

部長事務取扱 中村奈美子

管理課長 工務課長 総務課主幹 総務課主幹

参事　白浜信春

会計係長
課長事務取扱 （土地連） 課長事務取扱 課長事務取扱 (兼)本間永子 課長事務取扱

江上直孝 岡村帝智 西村和浩 本間永子

管理係長 設計施工管理委託 計画調査係長 工事係長

そらち

職
員
人
事
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令
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長
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務
課
計
画
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用　

今
萌
々
花
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術
部
長
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師　

田
川
雅
興

国
営
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当
は
技
術

部
長
事
務
取
扱

○
採
用

令
和
６
年
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月
１
日
付

管
理
課
管
理
係

巡
視
員　

八
嶋
孝
一
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加入金とは

決済金とは

　土地改良区の組合員が、その資格に係る権利の目的である土地の全部または一部について
異動（売買・相続・経営移譲・賃貸借・賃貸借解除等）した場合には、土地改良法第43条
第１項及び第２項の規定により土地改良区に資格得喪の届出をしなければなりません。
　この届出がなければ名義は変らず、賦課金もそのままもとの組合員に賦課されます。
　なお、市役所・農協・共済組合等に名義変更をすれば自動的に土地改良区の方も変更され
ると思っている方がおられますが、土地改良区にも、別途届出が必要となっております。
　名義変更される方は両者印鑑をご持参の上、改良区庶務係にお出向き下さい。
（届出用紙は改良区に用意してあります。）

組合員の名義変更（資格得喪）の届出について

　　　　　　　　　従来の地区内の土地に関しては事業施行のため維持費が課せられてい
　　　　　　　　　ます。従いまして新規編入地が何らの負担なしに直ちに施設等を利用
できるものとすれば公平の原則に反するので、一定の加入金を徴収し得るものであります。
よって空知土地改良区の場合は、施設等の負担額（取得額）から耐用年数に応じて償却金
額を差引いて現評価格を算出し、（負債額がある場合はさらに差引く）新規加入負担基準
額を決定しています。【土地改良法第 36条第４項】

　　　　　　　　　土地改良区は一定区域を定め、長中期的計画を以て運営及び事業を推
　　　　　　　　　進しています。
　このことから、区域農用地には施設維持管理費、改良区運営費、事業償還金等が必要な
ため、これを毎年、賦課金として徴収しています。
　区域内の農用地が他に転用される場合は、転用面積分について毎年掲げる額（10ａ当）
を一時に支払うというものが決済金です。
　この措置は区域内で今後とも農用地として利用し続けていく他の農用地に不当な負担を
課さないためのものです。尚、当年度において徴収された決済金は、特定資産として積立
し、翌年度に転用面積に相当する額を充当年度割表で算出し一般会計に維持管理費として
繰入しています。【土地改良法第 42条第２項、法第 66条】

ホームページ URL　　http://soratochi.or.jp/

土地改良区からのお願い

　毎年４月下旬から８月末日まで空知幹線用水路には沢山の水が流れます。
　深いところでは水深２ｍもあり、水の流れがとても速いので大変危険です。
　空知土地改良区では、危険な場所に注意看板などを設置し、各小学校に対して危険防
止ポスターを配布するとともに、通水期間は毎週広報車による水難事故防止の広報活動
等を行っておりますが、ご家庭のお父さん、お母さんをはじめ、地域の皆様におかれま
しても大切な子供たちを守るために水難事故防止にご協力をお願い致します。

　過去に用水路内へ、ペットボトル、ビニール類や家電などが不法投棄されることがあ
りました。また、
　そうした不法投棄は用水路下流の取水口などに詰まり、氾濫するなど甚大な被害を受
けることがありますので、用水路内や周辺に不法投棄を発見しましたら改良区管理課に
ご一報願います。

●用水路における水難事故防止にご協力を

●用水路や用地内にゴミ等を発見したらご一報を
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